[bookmark: _l43asgg12st1]宿泊利用規約（キャンプ場・グランピング）

本規約は、キャンプ場及びグランピング施設における宿泊利用について、施設運営者と利用者の権利義務、予約・キャンセル、料金、安全管理、禁止事項、事故・損害発生時の対応その他必要な事項を定めるものです。

[bookmark: _qkpfp55cjr4u]第1条（目的）
本規約は、　　　　　　　　　　　　　（以下「当施設」という。）が運営するキャンプ場及びグランピング施設において、宿泊サービスを利用する者（以下「利用者」という。）との間の利用条件を明確にし、安全かつ円滑な施設運営及び利用者の快適な滞在環境を確保することを目的とする。

[bookmark: _nohve07rbbkj]第2条（適用範囲）
1. 本規約は、当施設が提供するテントサイト、オートキャンプサイト、グランピングテント、キャビン、コテージその他の宿泊設備及びこれらに付随する共用施設の利用に適用する。
2. 当施設と利用者との間で締結される宿泊契約及びこれに付随する契約には、本規約を適用する。ただし、法令に反しない範囲で別途特約を定めた場合は、当該特約を優先する。
3. 当施設が別途定める施設案内、安全管理規則、利用上の注意事項その他の規定は、本規約の一部を構成するものとする。ただし、これらが利用者に適切に提示され、契約内容となっている場合に限る。
4. 本規約の内容が法令の強行規定に抵触する場合は、当該法令の規定を優先する。

[bookmark: _d8kay1fgmrg]第3条（宿泊契約の申込み）
1. 利用者は、当施設への宿泊を申し込む場合、次の事項を当施設に通知するものとする。
（1）宿泊代表者の氏名、住所及び連絡先
（2）宿泊予定日及び宿泊日数
（3）宿泊人数及び年齢区分
（4）希望する宿泊施設又はサイトの種類
（5）車両の利用台数及び車種
（6）ペット同伴の有無
（7）その他当施設が宿泊管理上必要とする事項
2. 利用者は、申込内容に変更が生じた場合、速やかに当施設へ連絡するものとする。
3. 当施設は、予約状況、施設の利用条件、安全管理上の必要性その他合理的な事情により、申込み内容の変更を求めることができる。

[bookmark: _wiw09po8ouea]第4条（宿泊契約の成立）
1. 宿泊契約は、当施設が利用者からの申込みを承諾し、その旨を利用者に通知した時点で成立するものとする。
2. 当施設が予約金又は事前決済を求める場合、利用者は、指定された期日までに所定の金額を支払うものとする。
3. 利用者が指定期日までに必要な支払いを行わない場合、当施設は、事前に通知した条件に従い、宿泊予約を取り消すことができる。
4. 予約サイトその他の外部サービスを通じて申込みが行われた場合、宿泊契約の成立時期及び決済条件については、当該サービスに表示された条件を適用することがある。

[bookmark: _1xy2dht11jdf]第5条（宿泊契約の締結の拒否）
当施設は、次の各号のいずれかに該当する場合、法令に従い、宿泊契約の締結を拒否することができる。
1. 宿泊の申込みが本規約に適合しない場合
2. 満室又は施設の収容能力を超える場合
3. 利用者が法令違反行為又は公序良俗に反する行為を行うおそれがあると認められる場合
4. 利用者が他の利用者又は施設従業員に対して暴力、脅迫その他の重大な迷惑行為を行うおそれがある場合
5. 利用者が暴力団その他の反社会的勢力に該当すると認められる場合
6. 天災、設備故障、施設の安全上の問題その他やむを得ない事情により宿泊サービスを提供できない場合
7. その他、適用される法令において宿泊契約の締結を拒否できる事由がある場合
なお、旅館業法が適用される施設については、同法に定める宿泊拒否事由及びその要件に従うものとし、本条を理由として法令上認められない宿泊拒否を行わない。

[bookmark: _an2gye70ru2w]第6条（宿泊料金及び支払方法）
1. 宿泊料金及び付随するサービス料金は、予約時に当施設が提示した料金表、予約確認書又は別途合意した内容によるものとする。
2. 宿泊料金には、別途明示がない限り、追加飲食料金、レンタル用品料金、薪・炭等の購入代金その他のオプション料金を含まない。
3. 利用者は、当施設が指定する期日までに、現金、クレジットカード、銀行振込その他当施設が認める方法により料金を支払うものとする。
4. 利用者が宿泊中に追加サービスを利用した場合、その料金は、原則としてチェックアウト時までに精算する。
5. 法令に基づく宿泊税その他の税金が発生する場合は、料金表示及び適用法令に従い取り扱う。

[bookmark: _98snbri164wk]第7条（チェックイン及びチェックアウト）
1. チェックイン及びチェックアウトの時間は、次のとおりとする。
	項目
	時間

	チェックイン
	時　　　分 ～ 　　　時　　　分

	チェックアウト
	時　　　分まで

	アーリーチェックイン
	□ 可　□ 不可

	レイトチェックアウト
	□ 可　□ 不可

	時間延長料金
	円


2. 
利用者は、指定された時間内にチェックイン及びチェックアウトを行うものとする。
3. 利用者がチェックイン予定時刻に遅れる場合、事前に当施設へ連絡するものとする。
4. 事前連絡なく到着予定時刻を大幅に経過した場合、当施設は、利用者への連絡その他合理的な確認を行ったうえで、予約条件に従い対応することができる。
5. チェックアウト時間を超過した場合、当施設は、事前に提示した料金条件に従い、追加料金を請求することができる。

[bookmark: _j4v5oosgdmh4]第8条（施設及び宿泊設備の利用）
1. 利用者は、指定された宿泊施設、テントサイト、駐車場所及び共用設備を、当施設が定める利用方法に従って使用するものとする。
2. 利用者は、当施設の許可なく宿泊場所の変更、設備の移動、施設の改造又は設置物の追加を行ってはならない。
3. テント、タープその他の設備を設置する場合、利用者は、指定された区画内で安全に設置し、通路、避難経路及び他の利用者の利用場所を妨げてはならない。
4. グランピング施設に備え付けられた家具、寝具、調理器具その他の備品は、通常の使用方法に従って利用するものとする。
5. 利用者は、設備の破損、故障又は異常を発見した場合、速やかに当施設へ報告するものとする。

[bookmark: _7vsad98g3dy2]第9条（火気の使用）
1. 利用者は、焚き火、バーベキュー、炭火調理、ガスコンロその他の火気を使用する場合、当施設が指定する場所及び方法に従うものとする。
2. 直火による焚き火は、当施設が明示的に許可した場所を除き禁止する。
3. 火気使用中は、利用者が適切な監視を行い、使用後は完全に消火したことを確認するものとする。
4. 強風、乾燥、火災警報その他の状況により火災の危険がある場合、当施設は火気の使用を制限又は禁止することができる。
5. テント内、宿泊棟内その他換気が不十分な場所における炭火、練炭、燃焼式暖房器具等の使用は、当施設が安全性を確認し、使用を認めた設備を除き禁止する。
6. 利用者の故意又は過失による火気の不適切な使用により損害が発生した場合、利用者は、法令に従い、その責任を負うものとする。

[bookmark: _1bgm7nnkt7mi]第10条（自然環境及び野外活動に関する注意）
1. 利用者は、キャンプ場及びグランピング施設が自然環境に近接した場所に位置することを理解し、天候、地形、動植物その他の自然条件に十分注意するものとする。
2. 利用者は、落雷、突風、大雨、増水、土砂災害、倒木、落枝その他の自然災害の危険が生じた場合、当施設の指示に従い、安全な場所へ避難するものとする。
3. 河川、湖、海、山林その他の自然区域を利用する場合、利用者は、立入禁止区域及び危険区域に立ち入ってはならない。
4. 野生動物、昆虫、植物その他の自然環境に起因する危険について、当施設は合理的に必要な情報提供及び安全対策に努めるものとする。
5. 利用者は、自然環境の保全に配慮し、植物の無断採取、樹木の損傷、野生動物への餌付けその他環境を損なう行為を行ってはならない。

[bookmark: _rimxofvdd953]第11条（天候不良及び災害時の対応）
1. 当施設は、台風、大雨、暴風、積雪、落雷、地震その他の自然災害により安全な宿泊サービスの提供が困難と判断した場合、施設の全部又は一部の営業を中止することができる。
2. 前項の場合、当施設は、可能な限り速やかに利用者へ通知し、代替日への変更、宿泊料金の返金その他必要な対応を行うものとする。
3. 当施設の判断により宿泊サービスを提供できなくなった場合の未提供部分の料金は、原則として返金する。ただし、代替サービスの提供等について利用者と別途合意した場合は、その合意による。
4. 利用者の判断によるキャンセルについては、第17条の規定を適用する。ただし、法令上の解除権その他利用者の権利を妨げない。
5. 災害発生時、利用者は、当施設が案内する避難経路及び避難場所に従って行動するものとする。

[bookmark: _o0t7yzegrq8y]第12条（安全管理及び利用者の責任）
1. 利用者は、宿泊中、自らの健康状態、体力及び行動能力を考慮し、安全に配慮して施設を利用するものとする。
2. 未成年者を同伴する場合、その保護者又は監督責任者は、当該未成年者の行動及び安全について適切に監督するものとする。
3. 利用者は、施設内の設備、遊具、アクティビティその他のサービスを利用する際、当施設が定める安全上の注意事項を遵守するものとする。
4. 飲酒後の危険行為、無理な野外活動その他事故につながる行為は禁止する。
5. 当施設は、設備の維持管理、安全に関する情報提供、危険箇所の表示その他合理的に必要な安全管理措置を講じるものとする。
6. 当施設の故意又は過失により利用者に損害が生じた場合は、法令に従い責任を負うものとする。

[bookmark: _1k3j4oq9i5r5]第13条（未成年者の利用）
1. 未成年者のみで宿泊する場合、当施設は、法令及び施設の利用条件に従い、親権者その他法定代理人の同意を求めることができる。
2. 未成年者の宿泊について、当施設が保護者の同意書を必要と定めた場合、利用者は、宿泊開始前までに当該書類を提出するものとする。
3. 保護者は、同伴する未成年者に対し、火気、水辺、道路、遊具その他の危険箇所に関する適切な注意及び監督を行うものとする。
4. 当施設は、未成年者の安全確保のため必要がある場合、特定の設備又はアクティビティの利用について年齢制限その他合理的な条件を設けることができる。

[bookmark: _47udqn6uygdp]第14条（ペット同伴）
1. ペットの同伴は、当施設が許可した宿泊施設又は区画に限るものとする。
2. ペットを同伴する利用者は、当施設が定めるペット利用条件を遵守するものとする。
3. 利用者は、ペットの健康状態及び必要な予防措置を確認し、他の利用者及び動物に危害又は迷惑を及ぼさないよう管理するものとする。
4. ペットによる施設設備の破損、汚損又は第三者への損害が発生した場合、飼い主である利用者は、自己の責任に応じて損害を賠償するものとする。
5. 当施設は、安全又は衛生上の合理的な理由がある場合、ペットの立入り又は利用場所を制限することができる。
6. 身体障害者補助犬については、身体障害者補助犬法その他の関係法令に従い取り扱うものとする。

[bookmark: _7j6dwojzaqtq]第15条（禁止事項）
利用者は、当施設内において、次の各号に掲げる行為を行ってはならない。
1. 法令又は公序良俗に違反する行為
2. 他の利用者又は施設従業員に対する暴力、脅迫、嫌がらせその他の迷惑行為
3. 指定場所以外での焚き火、花火、喫煙その他の火気使用
4. 深夜又は早朝における大音量の音楽、騒音その他周囲の静穏を妨げる行為
5. 許可のない宿泊人数の追加又は第三者の宿泊
6. 指定区域外への車両の乗入れ又は駐車
7. 危険物、違法薬物その他施設の安全を害する物品の持込み
8. 許可のない営業行為、イベント開催、撮影会その他の商業活動
9. 施設設備、樹木、土地その他の財産を故意に損傷する行為
10. ごみの不法投棄、排水の不適切な処理その他環境を汚染する行為
11. 当施設が指定する立入禁止区域への侵入
12. その他、施設の安全又は他の利用者の正常な利用を著しく妨げる行為

[bookmark: _keqy4dhbqslg]第16条（利用者による宿泊契約の解除）
1. 利用者は、当施設に連絡することにより、宿泊契約の全部又は一部を解除することができる。
2. 利用者の都合により宿泊契約を解除する場合、当施設は、第17条に定めるキャンセル料を請求することができる。
3. 利用者が宿泊開始後に自己の都合により滞在を中止した場合、未利用部分の料金の取扱いは、予約時に明示した条件及び法令に従うものとする。
4. 当施設による契約違反その他法令上認められる事由により利用者が契約を解除する場合は、キャンセル料を適用しないものとする。

[bookmark: _6jf3v2kfj3pj]第17条（キャンセル料）
1. 利用者の都合による予約取消しについては、予約時に提示したキャンセル条件に従い、次の料金を適用するものとする。
	キャンセル時期
	キャンセル料

	宿泊日の　　　日前まで
	無料

	宿泊日の　　　日前から
	宿泊料金の　　　％

	宿泊日の　　　日前から
	宿泊料金の　　　％

	宿泊日前日
	宿泊料金の　　　％

	宿泊当日
	宿泊料金の　　　％

	無連絡不泊
	宿泊料金の　　　％


2. キャンセル料の算定対象となる宿泊料金の範囲は、予約時に明示するものとする。
3. 悪天候その他の事情により利用者が宿泊を取り消す場合、当施設は、施設の営業状況、安全性及び取消しの事情を考慮して対応するものとする。
4. 当施設の責めに帰すべき事由により宿泊サービスを提供できない場合、キャンセル料は発生しない。
5. キャンセル料は、平均的な損害の額を超える部分が無効となる場合があることを踏まえ、消費者契約法その他の関係法令に適合する範囲で設定するものとする。

[bookmark: _rm5v9f9mgvk9]第18条（当施設による宿泊契約の解除）
1. 当施設は、利用者が本規約に重大な違反をした場合、法令に従い、宿泊契約の全部又は一部を解除することができる。
2. 前項の場合、当施設は、違反内容及びその危険性に応じ、可能な限り利用者に是正を求めるものとする。ただし、緊急の安全確保が必要な場合は、この限りでない。
3. 当施設は、災害、設備故障その他やむを得ない事情により宿泊サービスの提供が不可能となった場合、契約を解除することができる。
4. 契約解除に伴う料金の精算及び損害賠償については、解除原因、サービス提供状況及び関係法令に従い取り扱うものとする。

[bookmark: _hp3lcdxz7ggb]第19条（設備及び備品の管理）
1. 利用者は、当施設の設備及び備品を善良な管理者の注意をもって使用するものとする。
2. 利用者は、設備及び備品を施設外へ無断で持ち出してはならない。
3. 利用者の故意又は過失により設備及び備品を破損、汚損又は紛失した場合、当施設は、修理費、交換費その他合理的に必要な費用を請求することができる。
4. 通常の使用に伴う損耗及び経年劣化については、原則として利用者に費用を請求しない。
5. 当施設は、設備及び備品を適切に点検し、安全な利用環境の維持に努めるものとする。

[bookmark: _9zggpfjx7q7b]第20条（車両及び駐車場の利用）
1. 利用者は、当施設が指定する駐車場又は車両乗入れ可能区域を利用するものとする。
2. 施設内では、指定された速度及び交通ルールを遵守し、歩行者及び他の車両の安全に配慮するものとする。
3. 利用者は、許可なく車両を指定区域外へ乗り入れたり、長時間アイドリングを行ったりしてはならない。
4. 駐車場内で事故、盗難又は車両の損傷が発生した場合、当施設は、自己の故意又は過失により生じた損害について、法令に従い責任を負うものとする。
5. 車両の管理及び施錠その他の防犯措置は、利用者自身が適切に行うものとする。

[bookmark: _zafmn4v7esa3]第21条（飲食及び衛生管理）
1. 利用者は、食品の保存、調理及び飲食に際し、食中毒その他の衛生上の危険を防止するよう努めるものとする。
2. 利用者が持ち込んだ食品については、利用者が適切に温度管理、保存及び調理を行うものとする。
3. 当施設が食事を提供する場合、食品衛生法その他の関係法令に従い、適切な衛生管理を行うものとする。
4. 食物アレルギーその他の食事制限がある利用者は、必要に応じて事前に当施設へ申し出るものとする。
5. 当施設は、アレルギー対応の可否及び対応可能な範囲について、利用者に適切な情報提供を行うものとする。

[bookmark: _9h2liu91b11w]第22条（ごみ処理及び環境保全）
1. 利用者は、ごみを当施設の指定する方法に従い分別し、所定の場所に廃棄するものとする。
2. 当施設が持ち帰りを指定するごみについては、利用者が責任をもって持ち帰るものとする。
3. 炭、灰、油その他の廃棄物は、当施設の指示に従って適切に処理するものとする。
4. 利用者は、施設内の自然環境及び景観の保全に協力するものとする。
5. 利用者の故意又は過失による不適切な廃棄物処理により特別な清掃又は原状回復が必要となった場合、当施設は合理的な費用を請求することができる。

[bookmark: _jukj6mu2lezo]第23条（忘れ物及び遺失物）
1. 利用者が施設内に忘れ物又は遺失物をした場合、当施設は、遺失物法その他の関係法令に従い取り扱うものとする。
2. 当施設は、忘れ物の所有者が判明した場合、可能な範囲で連絡を行うものとする。
3. 忘れ物の返送を希望する場合、送料その他の合理的な実費は、原則として利用者の負担とする。
4. 現金、貴重品その他の物品については、その性質に応じて適切な管理及び届出を行うものとする。

[bookmark: _y2wyerw8j2sc]第24条（事故及び緊急時の対応）
1. 利用者は、施設内で事故、負傷、急病、火災その他の緊急事態が発生した場合、速やかに当施設へ連絡するものとする。
2. 当施設は、緊急事態を認識した場合、状況に応じて救急機関、消防機関、警察その他の関係機関への通報及び必要な初期対応を行うものとする。
3. 利用者は、緊急時に当施設が行う合理的な避難誘導及び安全確保措置に協力するものとする。
4. 救急搬送その他の医療対応が必要となった場合、医療機関等の判断に従い対応するものとする。
5. 事故に関する責任及び費用負担は、事故の原因、各当事者の責任の有無及び関係法令に従い判断するものとする。

[bookmark: _ti3rtr5qgq32]第25条（損害賠償）
1. 利用者が故意又は過失により当施設又は第三者に損害を与えた場合、利用者は、法令に従い、その損害を賠償する責任を負うものとする。
2. 当施設が故意又は過失により利用者に損害を与えた場合、当施設は、法令に従い、その損害を賠償する責任を負うものとする。
3. 損害賠償の範囲及び金額は、損害の内容、発生原因、因果関係その他の事情を考慮し、関係法令に従って定めるものとする。
4. 本規約は、消費者契約法その他の法令により認められる利用者の損害賠償請求権を不当に制限するものではない。

[bookmark: _9xdk9a5lanuc]第26条（免責及び責任の範囲）
1. 当施設は、自然災害、不可抗力その他当施設の責めに帰することのできない事由により生じた損害について、法令上責任を負う場合を除き、賠償責任を負わないものとする。
2. 利用者の不注意、規約違反又は危険行為に起因して損害が発生した場合、当施設の責任の有無及び範囲は、当該損害の発生原因及び各当事者の過失等を考慮して判断するものとする。
3. 当施設は、施設設備の欠陥、安全管理上の不備、従業員の過失その他当施設の責めに帰すべき事由により生じた損害について、法令に従い責任を負うものとする。
4. 本条は、当施設の故意又は重過失による損害賠償責任を免除するものではなく、その他消費者契約法等により無効とされる免責を定めるものではない。

[bookmark: _5bs50dkgjcmz]第27条（個人情報の取扱い）
1. 当施設は、宿泊予約、本人確認、宿泊者名簿の作成、料金精算、緊急連絡その他宿泊サービスの提供に必要な範囲で、利用者の個人情報を取得するものとする。
2. 当施設は、取得した個人情報を、個人情報保護法その他の関係法令及び当施設が定めるプライバシーポリシーに従い適切に取り扱うものとする。
3. 当施設は、法令に基づく場合その他適法な場合を除き、本人の同意なく個人データを第三者へ提供しないものとする。
4. 当施設は、個人データの漏えい、滅失又は毀損を防止するため、必要かつ適切な安全管理措置を講じるものとする。
5. 利用者から個人情報の開示、訂正、利用停止その他の請求があった場合、当施設は、関係法令に従い適切に対応するものとする。

[bookmark: _j6pufmujqw99]第28条（写真及び動画の撮影）
1. 利用者は、施設内で写真又は動画を撮影する場合、他の利用者及び施設従業員のプライバシー、肖像その他の権利を尊重するものとする。
2. 他の利用者を識別できる写真又は動画を公開する場合、必要に応じて本人の同意を得るものとする。
3. 商業撮影、広告撮影、撮影会その他通常の個人利用を超える撮影については、事前に当施設の承諾を得るものとする。
4. 当施設が広告又は広報目的で利用者を識別できる写真又は動画を使用する場合、法令に従い必要な同意を取得するものとする。

[bookmark: _9n3ge3xjbkoj]第29条（サービスの変更及び中断）
1. 当施設は、設備の点検、修繕、改修、災害対応その他合理的な理由により、施設又はサービスの全部若しくは一部を変更又は中断することができる。
2. 前項の変更又は中断が予定されている場合、当施設は、可能な限り事前に利用者へ通知するものとする。
3. サービスの変更又は中断により契約上提供すべきサービスを提供できなくなった場合、当施設は、代替サービスの提供、料金の減額、返金その他適切な対応を行うものとする。
4. 利用者に損害が生じた場合の責任については、変更又は中断の原因及び関係法令に従い判断するものとする。

[bookmark: _ykwo9au56rya]第30条（規約の変更）
1. 当施設は、法令の改正、施設運営上の必要性その他合理的な理由により、本規約を変更することができる。
2. 本規約の変更は、民法第548条の4その他の関係法令に定める要件を満たす場合に限り、既存の宿泊契約にも適用することができる。
3. 当施設は、規約を変更する場合、変更内容、効力発生日及び必要な事項を、施設のウェブサイトその他適切な方法により周知するものとする。
4. 法令上利用者の同意が必要となる変更については、当施設は、所定の方法により同意を取得するものとする。

[bookmark: _3op7ubyltqwv]第31条（反社会的勢力の排除）
1. 利用者は、自己が暴力団、暴力団員、暴力団関係企業その他の反社会的勢力に該当しないことを表明するものとする。
2. 利用者は、反社会的勢力を利用して不当な要求、威迫行為、業務妨害その他の違法行為を行ってはならない。
3. 当施設は、利用者が前各項に違反した場合、関係法令に従い、宿泊契約の締結拒否又は解除その他必要な措置を講じることができる。

[bookmark: _g924sqarsssc]第32条（協議事項）
本規約に定めのない事項又は本規約の解釈について疑義が生じた場合、当施設及び利用者は、関係法令及び取引上の信義誠実の原則に従い、誠意をもって協議し、円満な解決を図るものとする。

[bookmark: _ugy8h4avnq1d]第33条（準拠法及び管轄裁判所）
1. 本規約及び宿泊契約の成立、効力、履行及び解釈については、日本法を準拠法とする。
2. 本規約又は宿泊契約に関して紛争が生じた場合、法令により認められる範囲で、当施設の所在地を管轄する地方裁判所又は簡易裁判所を第一審の合意管轄裁判所とする。
3. 前項の規定は、消費者契約法その他の関係法令により認められる利用者の権利を不当に制限するものではない。

[bookmark: _2pmrhjkl5l7k]第34条（規約の施行）
本規約は、次の施行日から適用するものとする。

施行日：　　　　年　　　月　　　日

最終改定日：　　　　年　　　月　　　日
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